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政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
と
産
業
競
争

力
会
議
の
合
同
会
議
が
四
月
二
二
日
に
開
か

れ
、
産
業
競
争
力
会
議
の
雇
用
・
人
材
分
科

会
（
主
査
・
長
谷
川
閑
史
）
か
ら
の
「
成
果

ベ
ー
ス
の
労
働
管
理
」
を
基
本
と
す
る
新
た

な
働
き
方
の
提
起
を
受
け
、
安
倍
首
相
が
新

た
な
労
働
時
間
制
度
の
仕
組
み
の
検
討
を
指

示
し
た
。
さ
ら
に
、
五
月
二
八
日
に
は
第
四

回
産
業
競
争
力
会
議
課
題
別
会
合
が
開
か
れ
、

長
谷
川
主
査
か
ら
改
め
て
問
題
提
起
が
あ
り
、

田
村
憲
久
厚
労
相
か
ら
も
新
た
な
裁
量
労
働

制
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
安
倍
首
相
は
、「
成
果

で
評
価
さ
れ
る
自
由
な
働
き
方
に
ふ
さ
わ
し

い
、
労
働
時
間
制
度
の
新
た
な
選
択
肢
を
示

す
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
関
係
大
臣
間
で

更
に
調
整
を
進
め
、
六
月
の
成
長
戦
略
の
改

定
に
お
い
て
方
向
性
を
示
す
よ
う
求
め
た
。

　

政
府
は
、
今
後
の
数
年
間
を
集
中
改
革
期

間
と
位
置
付
け
て
、「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

雇
用
環
境
」
の
実
現
に
向
け
た
実
行
体
制
づ

く
り
を
す
す
め
る
と
し
て
お
り
、
新
た
な
労

働
時
間
制
度
の
創
設
も
主
要
課
題
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

時
間
で
は
な
く
成
果
ベ
ー
ス
で
管
理

　

四
月
二
二
日
に
示
さ
れ
た
長
谷
川
主
査
の

提
案
で
は
、
現
在
の
働
き
方
に
関
し
て
、
①

子
育
て
・
親
の
介
護
な
ど
時
間
や
場
所
に
制

約
の
あ
る
者
、
②
高
度
な
職
業
能
力
を
有
し

自
ら
の
裁
量
で
労
働
時
間
の
配
分
な
ど
創
造

的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
者
、
③
国
際
的
な

業
務
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
対
応
が
必
要
な
者
、
④
職
務
内
容
を

明
確
に
定
め
ら
れ
、
時
間
ベ
ー
ス
で
は
な
く

成
果
ベ
ー
ス
で
働
く
者
―
―
と
い
っ
た
新
た

な
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
る
と
分
析
。
こ
う

し
た
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
新
た

な
労
働
時
間
制
度
の
創
設
を
提
唱
し
た
。

　

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
対
象
を

業
務
遂
行
・
健
康
管
理
を
自
律
的
に
行
お
う

と
す
る
個
人
と
し
、
時
間
で
は
な
く
、「
成
果

ベ
ー
ス
の
労
働
管
理
」
と
職
務
内
容
（
ジ
ョ

ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）
の
明
確
化
を

前
提
要
件
と
す
る
。
さ
ら
に
、
労
使
双
方
の

契
約
な
ど
の
制
約
要
件
の
も
と
、「
業
務
遂
行

の
自
由
度
を
拡
大
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
職
務
内
容
・
達
成
度
の
明
確
化
と
ペ

イ
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
基
本
と

し
、「
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
弾
力
的

な
働
き
方
が
可
能
な
労
働
時
間
制
度
」
を
構

築
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

「
時
間
上
限
型
」
と
「
高
収
入
型
」

を
構
想

　

そ
の
う
え
で
、
新
た
な
労
働
時
間
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
を
Ａ

タ
イ
プ
（
労
働
時
間
上
限
要
件
型
）
と
Ｂ
タ

イ
プ
（
高
収
入
・
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
型
）

に
分
け
る
。

　

Ａ
タ
イ
プ
の
対
象
は
、
国
が
示
す
範
囲
の

目
安
を
踏
ま
え
て
、
労
使
合
意
を
要
件
と
し

つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
、
本
人
の
希
望
選
択

に
基
づ
き
決
定
す
る
。
労
働
条
件
に
つ
い
て

総
枠
決
定
は
法
律
に
基
づ
き
つ
つ
、
労
使
合

意
で
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
年
間
労
働
時
間

の
量
的
上
限
等
は
国
が
一
定
の
基
準
を
示
す
。

一
方
、
報
酬
は
労
働
時
間
と
峻
別
し
、
職
務

内
容
と
成
果
等
を
反
映
す
る
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
考
え
方
を
基
本
と
す
る
。

　

Ｂ
タ
イ
プ
の
対
象
は
、
高
度
な
職
業
能
力

を
有
し
、
自
律
的
か
つ
創
造
的
に
働
き
た
い

社
員
（
対
象
者
の
年
収
下
限
要
件
を
例
え
ば

概
ね
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
）
を
定
め
、
こ
ち

ら
も
最
終
的
に
は
、
本
人
の
希
望
選
択
に
基

づ
き
決
定
す
る
。
条
件
に
つ
い
て
は
、
期
初

に
職
務
内
容
や
達
成
度
・
報
酬
等
を
明
確
化

す
る
も
の
の
、
職
務
遂
行
手
法
や
労
働
時
間

配
分
は
個
人
の
裁
量
に
委
ね
、
そ
の
仕
事
の

成
果
・
達
成
度
に
応
じ
て
報
酬
に
反
映
す
る

完
全
な
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
す
る
。

　

長
谷
川
主
査
が
提
出
し
た
分
科
会
資
料
に

よ
る
と
、
冒
頭
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る

「
働
き
方
の
改
革
」
に
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
一
方
、
働
き

過
ぎ
防
止
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
そ
の

前
提
に
な
る
と
し
、「
長
時
間
労
働
を
強
要
す

る
よ
う
な
企
業
が
淘
汰
さ
れ
る
よ
う
、
問
題

の
あ
る
企
業
を
峻
別
し
て
、
労
働
基
準
監
督

署
に
よ
る
監
督
指
導
を
徹
底
す
る
」
と
し
て

い
る
。

　

労
働
組
合
な
ど
が
一
斉
に
反
発

　

こ
の
提
案
を
受
け
、
労
働
界
は
一
斉
に
反

発
。
連
合
の
神
津
里
季
生
事
務
局
長
は
四
月

二
三
日
、「
労
働
時
間
上
限
要
件
型
」
に
つ
い

て
は
、「
対
象
者
に
年
収
要
件
は
な
く
一
般
社

員
が
残
業
代
ゼ
ロ
に
な
り
、
長
時
間
労
働
の

誘
発
な
ど
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
」
と
し
、
ま

た
「
高
収
入
・
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
型
」
は
、

二
〇
〇
七
年
に
世
論
の
強
い
反
対
に
よ
り
見

送
ら
れ
た
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
を
踏
襲
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」

と
批
判
。
ま
た
、
全
労
連
も
同
二
四
日
の
小

田
川
義
和
事
務
局
長
談
話
で
新
た
な
制
度
は
、

「
本
人
の
希
望
選
択
」、「
年
収
要
件
」、「
労
使

合
意
」、「
労
基
署
へ
の
届
出
」
な
ど
を
「
制

約
要
件
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、「
労
働
者
と

使
用
者
の
力
関
係
が
著
し
く
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
な
っ
て
い
る
現
代
日
本
の
企
業
社
会
で
は
、

有
効
な
歯
止
め
と
は
な
り
得
な
い
。
た
だ
働

き
、
長
時
間
過
密
労
働
を
『
合
法
化
』
し
、

過
労
死
・
過
労
自
殺
を
頻
発
さ
せ
る
〝
残
業

代
ゼ
ロ
制
度
”〝
過
労
死
促
進
制
度
”
と
な
る

危
険
性
が
極
め
て
高
い
」
と
強
い
警
戒
感
を

示
し
た
。

　

日
本
労
働
弁
護
団
も
同
三
〇
日
に
「
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
再
来
で

あ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
よ
り
も
保
護
を
後
退

さ
せ
る
最
悪
の
『
残
業
代
ゼ
ロ
』『
過
労
死
促

進
』
提
案
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
な
ど
と
す
る

会
長
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
で
は
な
い
と
問
題
提
起

　

こ
う
し
た
動
向
を
受
け
、
五
月
二
八
日
に

開
か
れ
た
産
業
競
争
力
会
議
課
題
別
会
合
で

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
時
間

1

首
相
が
新
た
な
労
働
時
間
制
度
の
選
択
肢
を
示
す
よ
う
指
示
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は
、
長
谷
川
主
査
が
改
め
て
、「
新
し
い
労
働

時
間
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
①
す
べ
て
の
労

働
者
が
対
象
と
な
る
の
で
は
な
く
、
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
職
責
を
果
た
す
専
門
的
人
材

で
あ
る
（
図
）、
②
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
で
は

な
く
、
職
務･
成
果
に
応
じ
、
短
時
間
の
勤

務
で
も
報
酬
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
な
制

度
で
あ
る
、
③
長
時
間
・
過
重
労
働
の
防
止

の
た
め
、「
労
働
時
間
上
限
」、「
年
休
取
得
下

限
」
等
の
量
的
制
限
の
導
入
な
ど
十
分
な
措

置
を
と
る
―
―
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
問
題

提
起
さ
れ
た
。

　

一
方
、
田
村
厚
労
相
が
新
た
な
労
働
時
間

制
度
を
説
明
。
①
「
企
業
の
中
核
部
門
・
研

究
開
発
部
門
等
で
裁
量
的
に
働
く
労
働
者
」

を
対
象
に
、
裁
量
労
働
制
の
新
た
な
枠
組
み

を
構
築
す
る
、
②
「
世
界
で
評
価
で
き
る
世

界
レ
ベ
ル
の
高
度
専
門
職
」
を
対
象
に
、
新

た
な
労
働
時
間
制
度
の
構
築
を
検
討
す
る
と

表
明
し
、
対
象
者
、
法
的
効
果
、
要
件
な
ど

は
労
働
政
策
審
議
会
で
議
論
す
る
と
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
民
間
議
員
か
ら
は
「
競
争

力
強
化
の
た
め
、
働
き
や
す
い
選
択
肢
を
作

る
こ
と
は
重
要
。
現
行
の
裁
量
労
働
制
で
は
、

割
増
し
賃
金
が
適
用
さ

れ
、
同
じ
仕
事
で
も
効

率
的
に
働
い
た
労
働
者

よ
り
も
時
間
を
か
け
た

方
が
、
賃
金
が
高
く
な

り
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
も
問
題
が
あ
る
。
研

究
者
、
技
術
者
、
調
査

担
当
者
に
つ
い
て
は
家

で
仕
事
を
す
る
な
ど
、

時
間
に
縛
ら
れ
な
い
働

き
方
を
求
め
て
お
り
、

欧
米
で
は
当
た
り
前
と

な
っ
て
い
る
」「
年
間
の

労
働
時
間
上
限
の
設
定

や
、
休
日
取
得
の
仕
組

み
を
取
り
入
れ
、
そ
の

上
で
自
由
な
働
き
方
を

実
現
す
る
三
位
一
体
で

の
、
新
た
な
働
き
方
を

作
る
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

茂
木
敏
充
経
済
産
業

相
か
ら
は
、「
日
本
の
雇

用
シ
ス
テ
ム
は
、
大
量

生
産
時
代
を
支
え
て
き

た
が
、
現
在
の
労
働
者
の
働
き
方
は
、
画
一

的
で
、
多
様
な
労
働
形
態
の
導
入
が
遅
れ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
労
働
力
人

口
の
減
少
、
女
性
・
高
齢
者
の
活
用
の
た
め

に
も
、
能
力
や
付
加
価
値
を
最
大
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
国
際
水
準
か
ら
見
て
も

よ
り
成
果
に
重
点
を
置
い
た
制
度
を
作
る
べ

き
だ
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
撲
滅
や
健
康
管
理

な
ど
労
働
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
は
前
提
と

し
て
、
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
形
成
関
係
者

等
に
限
定
し
た
上
で
、
成
果
で
評
価
す
る
新

し
い
働
き
方
の
選
択
肢
を
作
る
べ
き
。
日
本

経
済
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
労

働
政
策
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
表
明
し
た
。

　

一
方
、
田
村
厚
労
相
の
提
案
に
つ
い
て
、

民
間
議
員
か
ら
「
世
界
レ
ベ
ル
の
一
握
り
の

高
度
人
材
に
限
定
し
て
も
意
味
が
な
い
。
適

用
範
囲
は
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」「
従
業
員

は
企
業
の
宝
で
あ
り
、
い
か
に
活
用
す
る
か

が
成
長
戦
略
と
し
て
重
要
で
あ
る
」
な
ど
の

要
望
が
あ
り
、
田
村
厚
労
相
は
、「
成
果
を
評

価
す
る
こ
と
は
反
対
し
て
い
な
い
が
、
そ
の

た
め
に
は
成
果
を
測
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
職
種
は
何
か
と
い
う
こ
と
。
裁

量
労
働
制
の
使
い
勝
手
は
よ
く
す
る
が
、
成

果
で
測
れ
な
い
場
合
で
も
時
間
で
測
れ
る
。

決
し
て
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
違
っ
て
い
な

い
。
深
夜
は
確
か
に
割
増
が
付
く
が
、
深
夜

残
業
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
健
康
を
重
視
す

べ
き
。
課
長
代
理
の
よ
う
な
人
ま
で
広
げ
る

の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
成
果
で
測
れ

る
方
、
か
つ
、
交
渉
力
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

安
倍
首
相
が
三
点
の
前
提
条
件
を
提
示

　

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
安
倍
首
相

は
、「
働
き
手
の
数
に
制
約
が
あ
る
中
で
、
日

本
人
の
意
欲
と
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

生
産
性
の
高
い
働
き
方
が
で
き
る
か
ど
う
か

に
、
成
長
戦
略
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
」

と
強
調
。
そ
の
う
え
で
、
働
く
人
が
才
能
を

発
揮
し
、
事
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
働
き
方
を

選
べ
る
よ
う
、「
働
き
方
の
選
択
肢
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、「
成
果

で
評
価
さ
れ
る
自
由
な
働
き
方
に
ふ
さ
わ
し

い
、
労
働
時
間
制
度
の
新
た
な
選
択
肢
を
示

す
必
要
が
あ
る
」
と
提
起
し
た
。

　

新
た
な
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、「
長
時
間
労

働
を
強
い
ら
れ
る
」「
残
業
代
が
な
く
な
っ
て

賃
金
が
下
が
る
」
と
い
っ
た
誤
解
も
あ
る
こ

と
か
ら
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、
働
き
過
ぎ
防

止
の
た
め
に
法
令
遵
守
の
取
り
組
み
強
化
を

具
体
化
す
る
こ
と
が
「
改
革
の
前
提
」
と
述

べ
た
。
そ
の
う
え
で
、
新
た
な
選
択
肢
に
つ

い
て
は
、
①
希
望
し
な
い
人
に
は
適
用
し
な

い
、
②
職
務
の
範
囲
が
明
確
で
高
い
職
業
能

力
を
持
つ
人
材
に
対
象
を
絞
り
込
む
、
③
働

き
方
の
選
択
に
よ
っ
て
賃
金
が
減
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
適
正
な
処
遇
を
確
保
す
る
―
―

の
三
点
の
前
提
条
件
の
下
で
の
検
討
を
促
し
、

「
関
係
大
臣
間
で
更
に
調
整
を
進
め
、
成
長

戦
略
の
改
定
に
お
い
て
、
方
向
性
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
甘
利
経
済
再
生
担
当
相
、

田
村
厚
労
相
ら
関
係
閣
僚
が
六
月
一
一
日
に

会
談
し
、
成
長
戦
略
の
改
定
に
盛
り
込
む
労

働
時
間
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
の
対

象
を
少
な
く
と
も
年
収
一
〇
〇
〇
万
円
以
上

と
し
、
職
務
範
囲
が
明
確
で
、
高
い
職
業
能

力
を
持
つ
人
に
絞
り
込
む
こ
と
で
合
意
し
た
。

具
体
的
な
年
収
条
件
や
職
務
範
囲
等
は
労
働

政
策
審
議
会
で
詰
め
、
来
年
の
通
常
国
会
に

労
働
基
準
法
改
正
案
を
提
出
す
る
方
針
だ
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図　（参考）新しい労働時間制度の対象者イメージ




